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M.M.P.I.に よる運動選手の性格に関する一考察

一― バスケット・ ボール選手について
一

1 研究の目的

この研究はアメ リカにおける「MMPIに よる

運動競技者のパーソナ リテ ィの特性」の中で,運

動競技者と非運動競技者PHq,ぉ ょび個人スポーツ

とチーム・ スポーツとの間にたがみられることを

明らかにしているがつ, わがlklバ スケ ′卜・ ギー

ルを代表する選手群に MMPI性 格テス ト (東大

改訂版)を課した場合, どのような傾向がみられ

るかを /7察 しようとするものである

Ⅱ 研究の方法

は)19鬱年, 日本バスケ ′卜・ ボー′レ協会は高

校,大学,実業団チームから優秀選手を選抜 して

ナショナル・ チームを編成 し,特別強化練習を計

画 して技術向上を目ざし,国際試合にはナショナ

ル・ チームのメンバーから, さらに選手を選抜 し

てゲームに出場させるシスティムが採‖lさ れた

1962年 8月 ,ジ ャカルタ国際試合に代表11と して

選抜された 10名 と, 選抜漏れとなった 9名 の 2

集団から,ス ケールにあらわれた傾向 を り察 し

た

12)ジ ャカルタ国際試合出場選手の中,公式戦

に主力となって活躍 した選手 (ゲーム出場時間から

上位 5名 )を 選び,個人のプロフィープレの考察をこ

ころみた

(3)代表選手のプロフィールを個別に考察する

時,長身選手に神経症的傾向が高 くあらわれてい

るが, このことは,他の長身者 (高校選抜長身者群,

Mrzurr Aor: An Inve-stigation otr the Personality
of Soprtsman with M. M. P. I.

青 井 水 月

およびバレーボール選手)に もみられるか否かをみ

察 した

{4)19“ 年オ リンピ ック代表選手 12名につい

て,MMP111:格テス トのプロフィールの考察 と,

この 12名中長身者 4名 と, 低い方 4名 とについ

て傾向を比較考察 した

Ⅲ 結果の考察

(1)第 1図 はナショナル・ チーム・ メンバーの

中, ジャカルタ国際試合に出場選手 10名 (実線,

A群 )と ジャカルタ国際●t合不出場選手 9名 (i皮 線,

B群)についてのプロフィールである

a)臨 床診断スケールにおいて, B群は pa,

Siス ケールを除いていずれもA群よりTス

コアー点が高い

b)Hs,D,Hy,Ptの 4ス ヶ―ルの組合せか

ら神経症的傾向を観察すると, 3群は標準尺

慶 50点の平均よりいずれも高い点を示 して

いることからみて,線の細い神経症的傾向を

持つ者が多いことを示している A群 ではT
スコアー 50の 平均と大きなずれがない

C)興味の型が男11■勺か女性的かをみようとす

る Mfス ケールでは,A群が平均 50点より

低 く,男 1生的傾向を示すのに対し, 3群では

平均 50点 より高く女性傾向を示している

d)Maス ケールにおいて, B群は浮いた感情

を/1Nし ているが,A群 ではB群と逆の傾向を

示 している

|)ジ ャカルタ国際試合に 出場の選手 12名 の

中, ジャカルタ大会の公式戦に主力として活躍し

た選手 (ゲームに出場した時間の多い者5名)につい

て,個人ごとにプロフィールを描いたものが第 2
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図である

a)個 人別プロフ ィールにおいて, 183 cm以

上の長身者 2名,Mと Nは比較的類似の傾向

を示し,Hs,D,Hy,Ptの 4ス ヶ―ルの組

合せからみる神経症的傾向が高くあらわれて

いる

b)ヽV, Nrの 2名 について, Hs,D,Hy,Pt
の 4ス ケールの組合せをみると,いずれも平

均 Tス コアー50点より低い位置 を示 してい

ることから,神経症的傾向の少いことを示し

ている

(鋤 1961年 日本バスケットボール協会は,II校

男子のバスケット・ プレィヤーから, 特 に 身 長

180cm以 上の技術的にも上位にあると思われる

者を選抜して強化練習を行なった このブレィヤ

―を 184 6cm以 119名 と184 2cm以下 9名 に

2分 し, 184 6cm以 上をA群, 184 2cm l■ 下

をB群 として, プロフィールの傾向を上ヒ較 した

(第 3図 )

高校男子長身者選抜軍において,身長184 6cm

以上の超長身群 (AIT)は ,神経症的傾向をみ よ

うとするHs,D,Hy,Ptの 4ス ヶ―ルの組合せ

において,いずれもB群よりTス コアーが高いと

ころからみて,神経症的傾向の高いことを示して

いる

14)a)昭和 39年 ,日 本バスケ ,ッ トボール協会

は, オ リンピー′クに出場選手 12名 を代表選

手として選出した 12名の選手中,7名 は昭

和 37年にナシ ョナルチームの選手として,強

化練習を受けていたプレィヤーである 昭和

37117月 ,MMPIテ ス トをすでに受けた 7

名が,2年後の

“

年 7月 Fl一 テス トを受けた

場合, どのように変 fヒがみられるかをみたも

のが第 4図である この図から,第 1回 テス

トと第 2回テス トの間に,「L格的な大きな変

化はみられていない 年齢 (20～ 27歳),ス ポー

ツ経験年数 (6～ 15年)の プレィヤーにおいて

は, 2年 間ナショナルチームを編成 して強化
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第 2図 個人別 プロフィール
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第 3図 バスケットボール高校長身選抜チーム (1962,18名 )
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練習を続けても,性格を大きく変化させるこ

とがなかったことを意味するもの と思 われ

る

b)第 5図 は オ リンピック選手 12名のプロフ

ィールである 臨床尺度においてみると,Pa
(パ ラノイヤ),IIIa(ヒ ポマニヤ)の 2ス ケール

を除いて,すべて標準尺唆Tス コアーの平均

50点より高い得点を示している 神経jFttlll

向をみようとする4つの尺度の組合せ (HS,

D,Hy,Pt)のいずれも,平均 50点より高い

ところからみて,今回選ばれた選手は線の細

いプレィヤーが多く選ばれたもののように思

われる

C)第 6図 は長身選手 (196～ 186cm)4名 (A群 )

と身長の低い選手 (178～ 168cm)4名 (B群)に

ついての平均プロフィルである A群 で は

Pa(パラノイヤ)ス ヶ―ルを除いて,(也のスケ

ール全部が B群より高い得点を示している

Hs,D,Hy,Ptの 4ス ヶ―ルの組合せから診

断 しようとしている神経症的傾向では,B群
では標準スケールの Tス コアー 50点よりい

ずれも下位にあるのに対し, A群では 60点

内外の高得点を示しているところから,A群
選手に多く神経症的傾向が現われているもの

と思われる バスケットボールにおけるチー

ムゲームではプレイの性質上,チ ャンスメー

カーとなって,シ ューターにボールをパス・

インするプレィヤー(多 くは低身プレィヤー)と

パスされたボールを受けてショットするプレ

ィヤー(多 くは長身ブレィヤー)と に分けて考え

ることができるが, このような両群の性格的

な差異が, 代表選手 12名の間に みることが

できる すなわち線の太い選手は低身選手に

多く,線の細い選手は長身選手に多くみられ

る傾向である また社会的向性尺度 (Si)で

はA群では Tス コアω 点をこえ, B群では

50点以下を示しているところからみて,長身

選手は低身選手に比 して,他人との社会的接

触を避けようとする傾向にあることを意味す

るものと思われる
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(付)MMPIの 解説

MMPIは 4項 目の妥当性尺度と10項目の臨床尺度に

分けられる 妥当性尺度が設けられているのは,一般に

質問紙法 :二 よる自己評価検査には,被験者が嘘をつける

という欠rlが ともなう この欠点を避けようとする目的

で,テ スト結果の有効性を検討する4っの尺度が設けら

れている 各人のプロフィールを標準群プロフィールの

中に記入し,4項 目の妥当点が標準平均点 (Tス コアー

50)と 比べて大きなずれがなければ,臨床尺度の検討に

除して,その解答が有効なものとみてさしつか え ない

が,Tス コアー点が 30以下または 70以上の大きなずれ

があるものについては,臨床尺度に対する信頼性も少な

く,有効と認めがたいものである

A.妥当性尺度

1 疑間点 The Questlon Score

疑間点とは被験者が質問に対して「′ヽイ」「イイエ」

のいずれにも解答しなかったものである 疑間点が高け

れば,それだけ他の尺度の得点となるべき項目が減るか

ら,実際はもっと高くなるのではなかろうかと疑ってみ

る必要がある

2 L 嘘構点 Tlle Lle Score

L点は道徳的にみて自分をよくみせようとか,悪 くみ

せようとして記した場合 50点からのずれ が大 き くな

る

3  F The Valldity S∞ re

記載にあたって不注意だったり,でたらめに記載され

たかどうかをみようとするもので普通の被験者ならこ

んな解答をする筈がないものからなっている

B 臨床尺度

l HS 心気症尺度 The Hypochondriasls Scale
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自己の健康について不当に心配し,は っきり指摘でき   興味の型がどの程度男性的傾向か,女性的傾向にある

ない身体的不調を強く訴える              かをみる

2 D ぅっ病尺度 The Depression Scale      6 Pa lFI執 病尺度 The ParanOia Scale

l=来に対して人並以上に悲観的だったり,無能感から   過度に敏感で疑い深く,被害妄想を抱きやすい

志気が低下したり,人生を深刻に考えすぎて自信を失く   7 Pt 精神衰弱尺度 Tlle Psychasthenh Scalc

したりしている場合                  取越苦労,自信欠乏

3 Hy ヒステリー尺度 The HySteria Scale     8 Sc 精神分裂病尺度 The sChiZOphrenia Scale

一般に′心理的未成熟や反省力弱く,自 我が強いllR向 を   社会意欲に乏しく,常人と変った考え方

示す                         9 Ma 軽躁病尺度 The Hypomarlla Scale
4 Pd 精神病質的偏綺尺度 The PSyChOpathic   計画をたてすぎて苦労し,熱狂的,活動的でときに社

Deviate                     会規範を無視したりする

この者の犯しがちな行 /1・ は,盗み,嘘,ア ルコール耽   10 Si ネL会的向性尺度 The s∝ ial l E Scalc

溺,性的不道徳など一連の非社会的行 /1である 犯罪を   他人との社会的接触を避けようとする傾向

犯しても動機に乏しく,ろ くにかくそうともせず,深い

情動反応に欠けている場合,点数が高くなる        本研究に協力をいただいた西尾貫一助教授,平 日久雄

5 Mf 性度 The lnterest Scale         講師に感謝致します
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An lnvestigation on the Personality of Sportsman with M_M.P I

- 
On Basket Ball Players 

-by

Mrzurr Aor

The following conclusions were obtained
from the results of the execution of M. M.
P. I. (revised edition by Tokyo University)
on the players who are representative basket
ball players in Japan and the relations bet-
ween the personal characters displayed in
the test and their height, activity and con-
tribution in games.
1. There were found some neuropathic
players but in a lower degree ill respect
to indexes of neurosis (Hs, D Hy, Pt), Mf,
Ma among the players of the Japanese
national team who were elected to the
numbers of the international game held in
Jakarta in 1962 than those who were not
elected at that time.
2. Looking over the relation between the

profile and the height of each player who
often played in that international game, it
might be concluded that the taller players
marked the higher scores in the indexes of
neurosis, whereas the shorter players the
lower scores. The similar conclusion was
obtained among the players of high school
and those of the Olympic game who were
classified in respect to their height and
examined likewise as above.
3. Those who were the members of the
national team in 1962 and also chosen as
the Olympic game players had had, in effect,
the M. M. P. I. test twice, executed two
years apart. There was, however, not reco-
gnized any noticeable difference in the
results of these tests.

35


